
LAGUNA（汽水域研究）llllll

編集要項

1．LAGUNA（汽水域研究）は，島根大学汽水域研究センターにおいて，年1回発行する、

2。本誌にはヲ本センターの専任研究部門と共同研究部門の教官，研究員，客員研究員，お

　よび編集委員会が特に認めた者が投稿することができる、

3。編集委員には本センターの専任教官があたる。

4．本誌の内容はヲ論説（a並ic1e），研究短報文（sho並note）ヲ資料・解説（review）などラ

　広く汽水域に関わるもの，および本センターの活動に関わるものとする。

5。執筆者は次項の執筆要項に従うものとする。

6。投稿原稿の掲載の可否に？いては，関連する研究者の査読を経た後に，編集委員会が決

　定する、

7。別刷は50部を本センターの経費から負担する曲

執筆要項

1。投稿原稿の本文の用語は日本語または英

語とする。原稿の長さについては特に規定

しないが，大部の場合は編集委員が縮小を

要求する場合もある。

2。原稿はできるだけワープロを使用するこ

ととする。その場合，　1行23文字（半角

46字），1ぺ一ジ23行，上下左右のマージ

ンを2．5cm以上空けること。またヲ文字指

定はプリントアウトした原稿に行いヲワー

プロ原稿には特殊文字を用いないこと、

　手書き原稿の場合は，400字詰めA4版横

書き原稿用紙を用いること、

　なお，刷り上がり1ぺ一ジはヲ横書き1

行23字、46行の2段組（約2，100字）を

基本とする。

3。数字はアラビア数字ラ生物和名はカタカ

ナを用い，学名はブタリック指定のこと曲．

時問，濃度，速度などを表す場合には，S

　I単位を用いること。

日本語原稿の場合：表題、著者名所属，英

文表題予英文著者名・所属予英文摘要

（Abstract予200語以内程度）、英文キー

ワード（アルファベット順に5語以内）予

本文、謝辞，引用文献。

英語原稿の場合：表題、著者名所属予日

本語表題，日本語摘要予キーワード亨本

文予謝辞，引用文献。

原稿の第1枚目は表紙とし予その上半部

には表題から英文所属までを書く、原稿第

2枚目には摘要とキーワードを書き亨本文

は第3枚目から始める。表紙を含め，通

しぺ一ジ番号を打つこと。

5。本文中での文献の引用は次の例に従う。

また，3名以上のものについては亨　「一

ほか」または「⑱⑧θ彦泓」　とする。

　　…山田・松井、（1993）は宍道湖・中海の魚類

について川・

　邊“9and　Aviseε㍑1．（1987）spec迎1ate　that　t1his　may

haVe　a工iSe二n　f『O工皿邊川

　喜い植物生態学分野について記述している（吉

田，1992；佐藤弔1993）．

4。報文の構成は以下の通りとする臼



6。引用文献は謝辞の次にアルファベット順

にまとめ予各文献は次の例に従う。

（論文）

And亙ew，NL㎝d　Jones，G　P（1990）Patch　foma奄ion　by

　herb1vo正o鵬臨h　i皿ate皿膵醐teA鵬枕釦i㎝ke1p　fore就。

　0θcoZo8加，魯5：57－68．

樋口利雄（1971）東北地方の風穴地における鮮類植

　生。鮮苔地衣雑報，5：174－178．

Iw出迦㎜a工，S趾b就a，K㎝d－H㎜azato，工（1989）P亙od皿c－

　t1o皿eco1ogy　of　phy首o－and　zoop1a皿kton　in　a　e迦枕ophic

　po皿d　do㎜inated　by　C肋oわo閉8皿αwω棚（Dipte蝸二

　Chaobo亙idae）亙coZ沢ω。，尋：31－53．

八木正一（1984）水道におけるかび臭障害の現状。
　用水と廃水う26：813－822。

山本進一（1984）森林の更新　一そのパターンとプ
　ロセスー。遺伝，38：43－50。

（単行本）

北村四郎・村田源（1971）原色日本植物図鑑・木本
　編I。保育社，大阪予453p．

P班so鵬，工R，M囲i施，Y．㎝dLa皿i　C　M（1984）■醐舳〃ψ

　C加椛1倣1〃〃肋0Z08たα1榊伽ゐ巾θ舳妙脇α妙8虹
　Perg盆㎜on　P鵬ss，NewYo正k，173Ψp。

（章）

D劃yto皿，P．K二a＝阻d　Teg鵬亙，M工（1984）The虹皿po疏a皿ce　of

　sca1e　i亙cαmぼ耐u皿ity　ec〇五〇gy：＆ke1p　fo亙e就exaヱ皿p且e

　Wi砒鮒飾1釦鵬10gS．h：■鵬WC010鮒柳θ1伊
　μoαc1肥“o加彪概ガvθ8γ晩鮒（eds．）P正ice，p．W。，

　S1obodc肚offCN　a皿d　G＆皿d，W．S．pp457－481．

　Wi1ey，NewYo瓦k．

7図（写真を含む）と表は1つずつ別紙に

書き，右上端に図盆表の番号と著者名を鉛

筆書きすること曲またヲ日本語原稿の場合

でも，図由表中の言語は，なるべく英文を

用いることとし茅説明文は英語と日本語の

2通りで書くこと尋なお予説明文は別紙に

まとめて書き茅本文に続くぺ一ジ番号を

打っておくこと曲

　図と表は原則としてそのまま製版できる

状態とし予縮小率または縮小した場合の横

の長さを指定すること曲なおヲ刷り上がり

の図曲表の大きさはラ原則として横17cm、

または8㎝ラ縦は24㎝以内となるのでヲこ

れを考慮して製図ラおよび縮小率の指定を

行うこと坤

表は，縦の罫線は使わず亨横罫線も最小

隈にとどめること尋写真は本文中に掲載す

る場合は図と同様な番号を用いてよい専独

立した写真図版とする場合にはラ横17㎝ラ

縦27cmの版面にバランス良く配置しラなる

べく原寸大の印刷指定とする色図版中の図

を本文中で引用するときにはラ（図版I亨

図1）ラまたは（P1a施I，Fig，1）のようにす

る曲

8。ワープロ原稿の場合は雫MS－1D⑪S　v凱3

程度あるいはマッキントッシュのテキスト

ファイルのフロッピーデイスク（使用した

ソフト名を明記すること）ヲプリントアウ

　トした原稿1部ヲおよび図表原稿とそのコ

ピー1部を提出すること曲フロッピー原稿

中では半角以外の文字指定は避けること。

プリントアウトした原稿にはヲ字体の指定

と図表の挿入位置を赤色で印すこと、

　手書き原稿の場合にはヲ本文ヲ図表とも

オリジナルとそのコピー1部を提出するこ

と帖本文原稿には字体の指定と図の挿入位

置を赤色で印すこと曲

　字体の指定はラ本文の見出し項目（たと

えば「はじめに」亨「材料ど方法」予「結

果」予「考察」、または　「結果と考察」）

などは波下線でゴシック指定ヲ学名など、

イタリックの指定は下線を引いて行う。

9。原稿は必要事項を記入した原稿整理カー

　ドとともに提出すること曲

　提出された原稿は原則として返却しない

ので予返却希望者はその旨申し出ること。



．原預琴竿帯に搾申レ下くだ芦㌣二．

轡以下の通りLAGUNA（汽水域研究）に投稿を予定しています曲

年　　　月　　　日

著者名

本文は 英文　／　　和文　　（どちらかに○）

表　題

英文表題

予定原稿枚数　400字X

　　　　　　　または刷上り

枚

枚程度

図表枚数

枚

連絡先：住所

　　　　氏名

　　　電話番号 ファックス番号

（編集委員会記入欄）



原稿提出時に添付してください

著者
氏名

和丈1」川

連絡責任者

氏名

連絡先

㊧

TeL Fax。

和文

表題
英文

用語種別

（○で囲む）

原稿

別刷

備考

日本語文

英語文

原著論文ラ総説，短報ヲノートヲ討　論ヲ紹　介，

用語解説ラ資　料，書　評ラ講演記録ヲその他

フロツピーデイスク；ファイル名

　　　　　　　　使用ソフト名
プリントアウト原稿；A4　　　枚（表紙，要旨ヲ本文ヲ図表説明を含む）

手書き原稿；400字詰め原稿用紙枚
　　　　　　　　　　（表紙ラ用紙，本文ラ図表説明を含む）

部（白己負担）十50部（センター負担）＝ 部

原稿発送日

年　　　月　　　日

編集委員会メモ

原稿受付 査読 受理日 校正
著者

校了


